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あとがき 

 
聖泉大学看護キャリアアップセンターは，地域の医療，教育の発展と向上の

ための看護研究や講座の場，また保健医療福祉・教育現場の相互交流の場とし

ての役割を担うことを目的に 2011（平成 23）年，看護学部開設と同時に設置さ

れ 6年が経過しました． 

当センターの大きな事業は，看護の質の向上を目指し，看護研究をテーマと

した【キャリアアップ講座】であります． 

看護研究の進め方，文献検索，研究方法，データ分析，まとめ方と発表，研

究相談までを＜ホップ＞＜ステップ＞＜アップ＞＜サポート＞として，4 回（4

日間）開講し，全て受講した方に修了証を交付しております．2011(平成 23)～

2016（平成 28）年度の 6年間で修了者は 121 名に達しました．加えて 2014（平

成 26）年度からは特別講座＜ジャンプ＞として，統計解析を中心としたレベル

アップ講座を開設し 3年間で 33 名の受講生がありました． 

このように滋賀県内の多くの看護職等の方々が＜キャリアアップ講座＞を受

講していただきましたことに感謝申しあげ，当センターが教育・研究の相互交

流の場としての役割を担い，充実・発展してきておりますことを大変嬉しく思

っております． 

 次は，修了生の方達が臨床看護の場においてどのような形で活かされてい 

るか，その成果とニーズを把握し，当センター事業に反映していくことを課題

として，「キャリアアップ講座修了者における看護研究活動の実態調査」を実

施しましたので，滋賀県看護学会等で報告させていただく予定にしております．

調査にご協力いただき誠にありがとうございました． 

また，本看護学部は，第 3 期生まで卒業生の 85％以上が滋賀県内に就職とい

う，まさに地域で育てられ地域に貢献する看護職者育成の学部であり，卒業生

の今後の成長・活躍を期待するところです． 

そこで，当センター事業の一環である【卒業生研修会】を 3 月に，卒後 1 年

目研修「こんなときどうする？急変対応」，卒後 2 年目研修「臨床看護研究こと

はじめ」のテーマで開催いたします． 

また，平成 27（2015）年に開設の大学院看護学研究科と別科助産専攻におき

ましては，時代のニーズに対応できる人材育成を目指して改革と発展の道を歩

んでおり，この 3 月には，大学院第 1 期の修了生，別科助産専攻第 2 期の卒業

生を輩出することができました．これもひとえに地域の皆様のご支援の賜物と

感謝申し上げ，修了生・卒業生の活躍に期待するところです． 

当センターにおきましても常に将来を見据えて，目的に向けた役割が果たし

ていけますよう，皆様のご支援ご協力を何卒よろしくお願い申し上げます． 
 

 2017.3       聖泉大学看護学部附属看護キャリアアップセンター長        

小 山 敦 代 
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